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2008 年 9 月 18 日 

 

学校法人早稲田大学 

ＳＡＰジャパン株式会社 

パナソニックＣＣシステムコンサルティング株式会社 

（50 音順） 

 

 

パナソニックＣＣシステムコンサルティング、早稲田大学と共同で寄附講座を開設 

～ＳＡＰ社のソリューションを活用し、連結会計システムに関する実践的な講義を提供～ 
 

 

パナソニックＣＣシステムコンサルティング株式会社（本社：福岡県福岡市、代表取締役社長：西

原哲郎、以下ＰＣＣＳＣ）は、このほど、学校法人早稲田大学（所在地：東京都新宿区、総長：白井

克彦、以下早稲田大学）と共同で、早稲田大学大学院会計研究科に、ＳＡＰジャパン株式会社（本社：

東京都千代田区、代表取締役社長：ギャレット・イルグ、以下ＳＡＰジャパン）の基幹業務システム

を活用した連結会計システムをテーマとする寄附講座「管理連結システム実務」を設置しました。 

本講座は、同研究科に在籍する約２３０名を対象として、初年度となる本年は秋学期の４日間の集中

講座として開講します。なお、本講座の受講により単位の取得ができます。 

 

ＰＣＣＳＣは、実践的な講義とするために、連結会計システム構築の経験、ＳＡＰジャパンの連結

会計システムの知識や連結会計実務経験が豊富な自社コンサルタントを講師として起用します。本講

座は、ＰＣＣＳＣの講師が早稲田大学大学院の教授陣と共に講義を担当します。早稲田大学では、2007

年度よりＳＡＰジャパンのユニバーシティアライアンスプログラムに加盟し、ソフトウェアの提供、

各種最新情報の提供、大学間のネットワーキングの機会の提供を受けています。 

 

日本の会計環境は、資本市場のグローバル化や内部統制強化の要請等により、「連結」ベースでの

対応／情報開示要請が高度化し、企業側の意識も単体の利益重視からグループ全体としての価値向上

へとシフトしてきています。しかし、実際の会計システムの新規導入や再構築にあたっては、未だ単

体会計システムを重視する傾向が強く、連結会計システムの整備が思うように進まずに多くの課題を

抱えている会社も少なくありません。 

ＰＣＣＳＣでは、これまで単体会計システム、及び連結会計システムに関して、トータルな質の高

いコンサルティングサービスを提供してきました。今回、寄附講座として設置する本講座は、数多く

の実経験に基づいた“連結会計システム”に関する実践的な講義をすることで、将来、会計現場で活

躍される方々に役立てていただくことを目的としています。 

 

 早稲田大学大学院会計研究科は 2007 年度より、会計監査現場で活躍する人材育成支援を目的とし

て、ＳＡＰジャパンの基幹業務システム「ＳＡＰ ＥＲＰ®」を教材として使用し、内部統制の基本

理念や業務プロセス遂行のためのシステム利用法を習得することができる実践的な講座を開講して

いますが、今回の寄附講座設置により、“単体システム”だけでなく“連結会計システム”分野につ

いても、実践的な学習の機会を提供することができることになります。 

 

以上 
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【講座概要】 

企業における連結会計システム導入のポイントや導入プロジェクトの実際などを、外部公表を目的と

した制度連結と企業グループ内管理を目的とした管理連結に整理して解説します。特に管理連結につ

いては事例演習も交えて、そのあるべき姿を考えていきます。また、ＳＡＰ連結会計システムのデモ

ンストレーション／オペレーションを通して、連結処理がシステム上でどのように実現されるのかを

見ていき、併せてシステムの利便性や監査上のポイントなども解説します。 

 

早稲田大学大学院会計研究科について 

早稲田大学大学院会計研究科は、100 年を超える早稲田会計学の伝統を基盤として、2005 年に設立さ

れました。国際的に通用する高度な専門知識と、高潔な倫理観に裏付けられた「アカウンティング・

マインド」を十分に備えた会計専門家を育成することを教育の理念とし、会計専門、高度会計専門、

国際会計専門の 3コースを設置しています。 

（http://www.waseda.jp/accounting） 

 

また、会計研究科では、全国の公認会計士等の現役実務家の協力によるネットワーク上での仮想的監

査セッションを行なうための「早稲田会計道場システム」を開発中です。 

（http://www.waseda-kaikei.org/dojo/） 

 

ＳＡＰジャパンについて 

ＳＡＰジャパンは、企業向けビジネス・ソフトウェアの分野における世界のリーディングカンパニー

であるSAP AGの日本法人として、1992年に設立されました。SAPの提供するERP（Enterprise resource 

planning：基幹業務ソフトウェア)およびその他関連ソフトウェアを含むビジネス・ソフトウェアは、

25 業種を超えるあらゆる規模の企業に幅広く利用され、すでに 120 を超える世界各国に 47,800 社以

上の顧客企業を有しています（買収した Business Objects 社の顧客は除く）。国内でも日本企業の情

報化の推進、国際競争力および企業価値の向上に貢献しています。（http://www.sap.com/japan） 
 

ＳＡＰジャパンは、教育機関支援プログラム「University Alliance Program」を 1988 年より世界

36 ヶ国、約 800 校で約 15 万人の学生に対して実施しており、SAP 製品を活用して、学生のビジネス

プロセスに対する理解を促進し、経営と IT の双方を熟知した人材の育成を支援しています。日本で

も現在 18 校が本プログラムに参加いただいています。 

 

パナソニックＣＣシステムコンサルティング株式会社について 

パナソニックＣＣシステムコンサルティング株式会社（PCCSC）は、経理・経営に関する総合システム

事業を展開する会社として、九州松下電器（現:パナソニックコミュニケーションズ株式会社）の 100％出

資により２０００年に設立されました。九州松下電器では、日本で ERP の導入事例がまだ少なかった１９

９６年から SAP ERP 導入プロジェクトをスタートさせており、携わったメンバーは ERP のパイオニア的存

在となっています。その蓄積された知識、技術、ノウハウを社内だけに留まらず広く社会に提供すること

を目的に PCCSC は設立されました。 

PCCSC はこれまで、親会社の SAP ERP システムの改善や保守・運用業務のほか、海外展開にも携わってき

た豊富な経験を活かして、システム導入・運用から業務面でのサポートに至るまで、常にユーザー視点に

立った高品質なサービスを数多くのお客様に提供してきました。特に会計分野、及び連結会計分野では、

九州のリーディングカンパニーとして積極的にシステムコンサルティング活動を展開しています。 

(http://panasonic.co.jp/pcc/pccsc/) 

 

注） S A P や記載されているすべての S AP 製品およびサービス名は S AP A G のドイツおよびその他世界各国
における登録商標または商標です。  

 


